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10 慢性前立腺炎／慢性骨盤内疼痛症候群
　 （CP/CPPS) に対する漢方薬の有用性
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11 GSM
 　（Genitourinary Syndrome of Menopause）
    ～閉経関連尿路生殖器症候群～
　 患者の舌診に関する検討
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【はじめに】
2014年から提唱されている概念が、Genitourinary Syndrome of 
Menopause（GSM・閉経関連尿路生殖器症候群）である。閉経に
伴う外陰・腟の萎縮変化およびそれに伴う不快な身体症状で、中
年以上の半数以上の女性が影響されているとされる。GSM症状と
しては、腟乾燥感・性交時の潤い不足・性交時不快感・腟と外陰の
ムズムズ/灼熱感/掻痒・頻尿・尿意切迫感・再発性膀胱炎等があ
る。外陰部の所見としては、尿道口の円形化、腟前庭部の乾燥、小
陰唇の短縮などが認められる。治療は、性ホルモンの局所投与や
レーザー治療である。今回ＧＳＭ患者の舌に関して、漢方的な観
察を加えたので、報告する。
【方法】
2019年10月～11月の約1か月の間に、女性医療クリニックＬＵＮＡ
ネクストステージで、GSM治療をおこなった女性患者、２０名（５５
歳〰８０歳）に関して、舌診を行った。評価は、一般的に健康と言
われている舌の条件（①淡紅色、②うすい白苔、③舌苔は湿潤、舌
苔の剥離なし、⑤歯痕なし、⑥異形舌裏絡脈なし）を持っているか
で判定した。
【結果】
健康と言われている舌の条件を満たしたのは、以下の割合だった。
①７０％、②７５％、③１５％、７０％、⑤７０％、⑥８０％。
【考察】
GSM患者の舌の所見は、乾燥舌が明らかに多く、他の異常所見割
合は、閉経前の女性の舌の比べると低い傾向にあった。乾燥舌が
あった場合は、補腎剤の追加投与や外陰部のケアが重要であると
考えられた。

【目的】
慢性前立腺炎（慢性骨盤痛症候群）は難治性のことが多く、原因
は判然としないことも多い。いわゆる「泌尿器科的神経症＝
Urogenital Neurosis」に含まれる疾患群の一つである。薬物方法
としては抗菌薬やセルニチンポーレンエキスなどが繁用されるが、
治療に長期間を要することが多い。今回、難治性慢性前立腺炎
（慢性骨盤痛症候群）に対する加味帰脾湯の有用性について検討
を行った。
【対象と方法】
慢性前立腺炎については、症状のほか、生活環境、心理的要因、男
性更年期などについて問診を行い、抗菌薬など薬物療法で対処す
る必要がある。薬効が乏しければ2番手、3番手の薬に変えていく
という継続した粘り強い治療が必要である。当院ではこれら難治
性慢性前立腺炎（慢性骨盤痛症候群）症例で、漢方薬（加味帰脾
湯）により症状の著明な改善がみられた症例を多数経験した。治
療効果判定としては米国国立衛生研究所慢性前立腺炎症状スコ
ア（NIH-CPSI）を用い､QOL上の評価としてEQ-5D-５L、心理面
での重症度評価としてHADS（Hospital Anxiety Depression 
Scale）を用いた。
【結果と考察】
著効例を多数認め、副作用もほとんどみられなかった。加味帰脾
湯は視床下部室傍核のオキシトシンニューロンを活性化し、実際
にそこからオキシトシンが分泌されていることについても確認がな
されている（下村ら）。オキシトシンは「愛情ホルモン」として知られ
ているが、極めて多彩な作用が注目されている。今回、オキシトシン
を介しての？慢性前立腺炎に対する加味帰脾湯の有効性について
考察を行ったので報告する。
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